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２ 期 目 の 当 選 を 果 た し た 小 林 栄 市 長 が 掲 げ る の

は 、 健 康 ・ 経 済 ・ 教 育 を 柱 と し た 新 た な 政 策 。 市 民の 健 康 を 守 り 、 経 済 を 成 長 さ せ 、 子 ど も た ち の 未 来を 明 る く す る た め 、 １ 期 目 で の 経 験 を 活 か し な が ら事 業 を 進 め て い こ う と 意 気 込 む 。 ま た 歴 史 ミ ュ ー ジア ム な ど 、 市 の 文 化 的 な 側 面 を 支 え る 施 設 に つ い ても 引 き 続 き 検 討 を 進 め る 。 歴 史 あ る 結 城 を 未 来 へ 繋ぐ た め 、 奮 励 す る 小 林 市 長 の 思 い を 聞 い た 。

　
同 協 議 会 は 、 つ く ば 市 ・

土 浦 市 ・ 石 岡 市 ・ 笠 間 市 ・城 里 町 ・ 城 里 町 ・ 常 陸 大 宮　
県 宅 地 整 備 販 売 課 は 、 つ

く ば 市 の 住 宅 事 業 者 向 け 用地 ６ ６ ３ ４ ・ ８ ８ ㎡ を 一 般競 争 入 札 で 分 譲 す る 。 予 定価 格 （ 最 低 売 却 価 格 ） は ４億 ５ ３ ８ ２ 万 ５ ０ ０ ０ 円 。今 月

3 1日 に 開 札 す る 。

　
土 地 の 所 在 は 、 つ く ば

市 み ど り の ２

－
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－ １ 外
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筆 。 萱 丸 一 体 型 特 定 土 地 区画 整 理 事 業 施 行 地 区 内 で 、開 通 は

2 5年 度 を 見 込 ん で い

る 。　
公 募 条 件 は 、 市 内 の 事 業

者 、 も し く は 市 内 の 石 材 組合 会 員 で あ る こ と 。 ま た 、ふ る さ と 納 税 返 礼 品 も し くは 市 内 に お い て 販 売 可 能 なも の 、 市 内 の ど こ か に 使 用

　
古 河 市 は 、 中 央 運 動 公 園

（ 下 大 野 ２ ５ ２ ８ ） 体 育 館玄 関 前 ト イ レ 改 修 工 事 を 実施 す る 。

1 2月 中 に は 工 事 に

か か れ る よ う 、

1 0、

1 1月 中

に も 発 注 し た い 考 え 。 工 期は ６ カ 月 。 ま た 、 体 育 館 の監 視 カ メ ラ 更 新 工 事 に つ いて は 、 す で に 指 名 競 争 入 札を 発 注 済 み 。

1 0月

2 6日 に 開

札 予 定 。　
ト イ レ に つ い て は 、 ６ 箇

所 の 洋 式 化 や ブ ー ス 改 修 、周 囲 の イ ン タ ー ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク 撤 去 工 、 汚 水 管 の敷 設 替 え 、 外 部 排 管 な ど の る が 、 そ の 位 置 づ け は 明 確化 さ れ て い な い た め 、  （ 仮称 ） 茨 城 縦 貫 幹 線 道 路 の 早期 位 置 づ け や 、 位 置 づ け を明 確 化 す る た め の 調 査 ・ 検討 な ど が 必 要 と な っ て いる 。　
現 状 、 一 部 区 間 で は 幅 員

と と し て い る 。　
提 案 方 法 は 、 企 画 書 を 郵

便 ・ メ ー ル ・ Ｆ Ａ Ｘ ・ 持参 ・ Ｌ ｏ ｇ ｏ フ ォ ー ム な どで 提 出 す る 。 企 画 書 に 関 する 問 い 合 わ せ 先 お よ び 提 出先 に つ い て は 、 企 画 課 企 画グ ル ー プ （ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ６－
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－ ５ １ １ １ 、 内 線 １ ２

７ ０ ） ま で 。　
貫 通 石 お よ び 上 曽 ト ン ネ

ル に 関 す る 問 い 合 わ せ 先 につ い て は 建 設 課 建 設 グ ル ープ （ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ６

－
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－

５ １ １ １ 、 内 線 １ １ ７ ０ ）ま で 。 う こ と 、 ネ ッ ト ・ ゼ ロ ・ エネ ル ギ ー  ・  ハ ウ ス （ Ｚ Ｅ Ｈ ）

市 ・ 大 子 町 で 構 成 。 つ く ば市 ・ 大 子 町 間 幹 線 道 路 は 、総 延 長 １ ０ ０ ㎞ の ５ 市 ２ 町

を 南 北 に 結び 、 つ く ば 経済 圏 と 県 央 ・県 北 地 域 の 広域 的 交 流 の 促進 や 災 害 時 の常 磐 自 動 車道 、 国 道 ６ 号を 補 完 す る 役割 な ど が 期 待さ れ て い る 。　
し か し 、 県

の 第 ２ 次 総 合計 画 の 「 ２ ０５ ０ 年 頃 の 茨城 の 姿 」 に は構 想 路 線 と して 示 さ れ て い

も し く は 展 示 す る も の 、 公共 性 の 高 い イ ベ ン ト に 使 用す る も の 、 上 曽 ト ン ネ ル 開通 時 ま で に 完 成 さ せ る こ と等 。　
上 曽 ト ン ネ ル の 広 報 や 、

桜 川 市 に 行 っ て み た い 、知 っ て も ら う き っ か け に なる 、 話 題 作 り （ 宣 伝 効 果 ）に 寄 与 で き る も の に す る こ 地 区 区 分 は 一 般 住 宅 地 区 。　
つ く ば エ ク ス プ レ ス み ど

り の 駅 の 北 西 に 位 置 し 、 用途 地 域 は 第 一 種 低 層 住 居 専用 地 域 （ 建 蔽 率

4 0％ 、 容 積

率

8 0％ ）  。 周 辺 道 路 は 、 つ

く ば 市 道 ７

－ １ ０ ０ ８ 号 線

な ど と 接 し て い る 。　
土 地 利 用 に あ た り 、 引 渡

し の 日 か ら ５ 年 以 内 に 住 宅の 建 設 お よ び 分 譲 事 業 を 行

　
桜 川 市 は 、  （ 仮 称 ） 上 曽

ト ン ネ ル の 貫 通 石 の 活 用 方法 を 公 募 す る 。 公 募 締 切 は
1 2月

2 2日 ま で 。 応 募 者 多 数

の 場 合 は 選 考 会 を 実 施 し 、決 定 す る 。 ２ ０ ２ ４ 年 １ 月頃 に 貫 通 石 の 無 償 譲 渡 を 行う 予 定 だ 。 上 曽 ト ン ネ ル の

敷 設 替 え 等 を 進 め る 。 便 器の 数 は ブ ー ス の 広 さ に よ って 減 少 す る 可 能 性 も あ る 。　
監 視 カ メ ラ の 更 新 は 、 体

育 館 内 に あ る

1 1台 分 を 対 象

　
日 立 市 は 、 市 道 ３ ５ ０ ９

号 線 （ 会 瀬 町 地 内 ） の 道 路改 築 工 事 を 実 施 す る 。 工 期は ６ カ 月 を 想 定 し て お り 、第 ３ 四 半 期 の 早 期 発 注 を 目 が 狭 く 、 屈 曲 し て い た り 、歩 道 が 未 設 置 の 箇 所 が あり 、 幹 線 道 路 と し て の 機 能が 十 分 に 果 た さ れ て い な い状 況 に あ る 。 要 望 箇 所 は 小野 土 浦 線 や 笠 間 つ く ば 線 、笠 間 緒 川 線 、 大 子 美 和 線 など で 、 笠 間 つ く ば 線 に は 道祖 神 峠 の ト ン ネ ル 化 も 含 まれ る 。　
当 日 は 山 口 会 長 を は じ め

各 市 町 の 首 長 ら が 県 庁 を 訪問 。 大 井 川 知 事 ら に 要 望 書を 手 渡 し た 。　
具 体 的 な 整 備 要 望 箇 所 は

を 全 て の 住 宅 に 導 入 す る こと な ど を 主 な 条 件 と し て いる 。　
入 札 説 明 書 の 配 布 期 間 は

今 月

1 9日 ま で 。 入 札 参 加 資

格 審 査 受 付 は

1 8日 ・

1 9日 。

　
入 札 者 が な い 場 合 な ど

は 、

1 1月 １ 日 ～ ２ ０ ２ ４ 年

３ 月

2 9日 ま で の 間 、 先 着 受

付 で 買 受 人 を 決 定 す る 。　
常 陸 大 宮 市 は 、 抽 ヶ 台 町

地 内 の 道 路 舗 装 復 旧 工 事 を実 施 す る 。 現 在 は 工 事 場 所

次 の と お り 。  （ ■ 要 望 箇 所＝ 延 長 、 要 望 内 容 ）　
■ 土 浦 市 下 坂 田 ＝ １ ・ ６

㎞ 、 小 野 土 浦 線 （ 下 坂 田 バイ パ ス ） 新 設 改 良 の 早 期 完成　
■ 土 浦 市 大 畑 ＝ ３  ・  ４ ㎞ 、

小 野 土 浦 線 （ 大 畑 地 区 ） 現道 拡 幅 の 早 期 完 成　
■ 土 浦 市 ＝ 新 設 延 伸 構 想

区 間 の 早 期 着 手　
■ 石 岡 市 太 田 ・ 笠 間 市 本

戸 ＝ ４ ㎞ （ ト ン ネ ル 部 ２㎞ ）  、 笠 間 つ く ば 線 道 祖 神峠 ト ン ネ ル 化 の 早 期 着 手の 選 定 と 関 係 各 所 と の 調 整を 行 っ て い る 。 工 事 場 所 を確 定 さ せ 次 第 、 第 ３ 四 半 期 　
東 海 村 は 県 警 察 住 宅 侵 入

窃 盗 等 抑 止 対 策 実 証 実 験 事業 の 一 環 と し て 、 モ デ ル 地区 に 指 定 さ れ た 豊 白 、  百 塚 、舟 石 川 ３ 区 に 防 犯 カ メ ラ を設 置 す る 。 ９ 月 補 正 予 算 では 工 事 費 と し て ８ １ ０ 万 ７０ ０ ０ 円 を 計 上 。 第 ３ 四 半

の 発 注 を 目 標 に 事 業 を 進 めて い る 。　
工 事 内 容 は 既 存 の 舗 装 を

剥 が し 、 舗 装 工 事 （ Ａ ２ ００ ０ ㎡ ） を 実 施 す る 。 工 期は ４ カ 月 を 想 定 。 第 ３ 四 半期 に 、 指 名 競 争 入 札 で の 発注 に な る も よ う 。 期 内 の 発 注 を 目 指 す 。　
豊 白 、 百 塚 、 舟 石 川 ３ 区

が モ デ ル 地 区 に 指 定 さ れ たを 受 け て 、 ３ 地 区 に 計 ５ 台の 防 犯 カ メ ラ を 設 置 す る 。現 在 設 置 場 所 の 詳 細 に つ いて 検 討 し て い る と の こ と 。　
工 期 は ４ カ 月 を 想 定 し て

い る 。 第 ３ 四 半 期 内 に 発 注し 、 年 度 内 の 工 事 完 了 を 目指 す 。［ 本
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特 集 ／ 小 林 栄 結 城 市 長 2 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー

歴 史 あ る 結 城 を 未 来 へ つ な ぐ
～ 健 康 ・ 経 済 ・ 教 育 を 柱 に 新 た な 政 策 ～

◆ 市 の 歴 史 を 後 世 に 繋 ぐ　
旧 庁 舎 の 跡 地 で は 、 歴 史

ミ ュ ー ジ ア ム を 核 と し た 複合 施 設 整 備 を 計 画 し て いる 。 旧 庁 舎 の 北 側 を 通 る 都市 計 画 道 路 ３ ・ ４ ・

1 8号 が

開 通 す る 時 期 と 合 わ せ て 、施 設 の 完 成 も 目 指 し て い きた い 。　
来 年 度 か ら 、 具 体 的 な 計

画 策 定 を 進 め ら れ れ ば 。 史料 の 展 示 の 仕 方 や 、 観 光 の拠 点 と し て 魅 力 あ る 施 設 にす る た め の 検 討 を 進 め て いく 。 ま た 、 周 辺 に 住 む 人 たち に と っ て の 憩 い の 場 に もな る よ う な 場 所 と し て も 整備 し て い き た い 。　
北 部 市 街 地 の 住 民 に と っ

て も 、 中 世 か ら の 歴 史 的 資料 を 展 示 で き る ミ ュ ー ジ アム は 長 年 の 要 望 だ っ た 。 私と し て も 、 市 の 歴 史 を 後 世に 残 す と い う 意 味 で 、 し っか り と し た 展 示 保 存 が 行 える 場 を 作 り た い と い う 思 いが あ る 。◆ 子 ど も の 可 能 性 を 大 事 に　
現 在 進 め て い る 、 結 城 南

学 校 区 の 統 合 小 学 校 整 備 事業 で は 、 無 限 の 可 能 性 が ある 子 ど も た ち の 力 を ど う 引き 出 す か 、 と い う こ と にチ ャ レ ン ジ し た い 。 結 城 南中 の 周 辺 は 、 自 然 豊 か な とこ ろ 。 そ の 自 然 を 活 か し た体 験 型 学 習 な ど を 中 心 に した 教 育 も で き れ ば 。 現 在 は設 計 業 務 が 進 ん で お り 、 ２０ ２ ７ 年 度 の 開 校 を 目 指 して い く 。　
ま た 、 結 城 中 学 校 区 の 城

西 小 学 校 と 城 南 小 学 校 に つい て は 、 有 識 者 会 議 に お いて 統 合 の 方 向 性 を 提 言 さ れて る 。 今 後 、 両 校 の 実 情 や保 護 者 ・ 地 域 住 民 の 意 向 等を 踏 ま え 、  「 学 校 規 模 の 適正 化 」 を 念 頭 に 、 学 校 の あ

り 方 を 検 討 して い く 。◆ 学 校 跡 地 活用 も 協 議　
現 在 、 多 く

の 市 町 村 で 学校 の 統 廃 合 など が 進 み 、 跡地 が 生 ま れ てい る 。 ど うい っ た 利 用 方法 が あ る の か参 考 に し 、 地元 住 民 と 協 議し な が ら 利 活用 に つ い て 考

も 都 市 計 画 が 決 定 と な る 予定 。 来 年 度 に は 組 合 が 設 立さ れ 、 販 売 計 画 も 出 来 て くる と 思 う 。 予 定 地 の 現 況 は農 地 、  一 部 宅 地 、  山 林 と な って い る 。 造 成 工 事 に つ い ても 、 組 合 が 設 立 し た 後 、 来年 度 秋 以 降 の 工 事 着 手 を 目指 す 。 ま た 国 ・ 県 と の パ イプ を 活 か し 、 優 良 企 業 の 誘致 も 並 行 し て 進 め て い き たい 。　
来 年 度 中 に は 見 通 し が つ

く と 思 う の で 、 ま た 新 た な工 業 団 地 に つ い て も 検 討 しな け れ ば な ら な い と 考 え てい る 。

え て い き た い 。 学 校 は 地 域の 歴 史 で あ り 、 財 産 で も ある 。 地 域 の ニ ー ズ に つ い て話 を 聞 き な が ら 検 討 を 進 めて い け れ ば 。　
少 子 化 の 現 状 を 踏 ま え 、

新 し く 若 い 世 代 に 住 ん で もら う た め の 選 択 肢 と し て 、都 市 計 画 の 見 直 し な ど も 含め て 県 と 協 議 を し な が ら 、都 市 開 発 に つ い て も 視 野 に入 れ た い 。 結 城 南 中 学 校 区の 小 学 校 が 閉 校 す る ま で 、あ と ４ 年 。 地 域 の 人 口 減 少が で き る 限 り 緩 や か に な るよ う な 施 策 を 考 え て い く 。◆ 文 化 の 発 信 地 を 改 修　
市 民 文 化 セ ン タ ー ア ク ロ

ス の 特 定 天 井 改 修 工 事 に つい て は 、 一 般 競 争 入 札 を 公告 し た が 不 調 と な り 、 仕 切り 直 し と な っ た 。 万 が 一 、直 下 型 の 地 震 な ど 災 害 が 起き た 時 に 被 害 を 抑 え ら れ るよ う 、 優 先 し て 状 況 の 改 善を 図 り た い 。 改 め て 、 来 年度 の 当 初 予 算 に 組 み 込 め れば と 考 え て い る 。　
空 調 設 備 や ト イ レ の 改 修

な ど も 合 わ せ て 行 う 予 定 。文 教 都 市 ・ 結 城 市 の 核 は アク ロ ス だ と 思 っ て い る ので 、 今 後

3 0年 ほ ど は 、 こ の

地 域 の 音 楽 文 化 や 芸 術 文 化の 発 信 地 と し て 機 能 さ せ たい 。◆ 災 害 時 の 協 力 な ど に 期 待　
建 設 業 者 の 方 々 に は 、 災

害 時 な ど に 協 力 い た だ く こと へ の 期 待 も 大 き い 。 地 元に 長 く 貢 献 し て く だ さ っ てい る 会 社 が 多 く あ る の で 、地 元 企 業 に は ぜ ひ と も 頑張 っ て い た だ き た い 。　
イ ン フ ラ 整 備 に つ い て

は 、 上 下 水 道 や 道 路 な ど 、全 て の 面 で 標 準 以 上 の も のを 整 備 し て い き た い 。 道 路は 、 更 新 時 期 が 各 所 ほ ぼ 同時 期 に 来 て い る の で 、 可 能な 限 り 各 地 の 要 望 に 応 え なが ら 継 続 的 に 進 め て い く 。

◆ 健 康 ・ 経 済 ・ 教 育 を 柱 に　
結 城 を 未 来 に 繋 ぐ 責 任 の

重 さ を 感 じ る 。 ま も な く 市制

7 0周 年 を 迎 え る と こ ろ で

あ り 、 今 後 も 市 が 繁 栄 し てい く た め 、 改 め て 市 の 現 状に 向 き 合 っ て い く 必 要 が ある 。　
２ 期 目 で は 、 健 康 （ Ｋ ｅ

ｎ ｋ ｏ ）  ・ 経 済 （ Ｋ ｅ ｉ ｚａ ｉ ）  ・ 教 育 （ Ｋ ｙ ｏ ｉ ｋｕ ）  、 ３ 本 の 柱 と な る 事 業を 掲 げ 、 そ の 頭 文 字 か ら 新３ Ｋ 宣 言 と 名 付 け た 。 健 康は 、 人 が 幸 せ に 生 き る た めの 前 提 と な る 。 健 康 づ く りに は 特 に 力 を 入 れ 、 市 民 が運 動 を 行 え る 場 所 づ く り など 、 あ ら ゆ る 施 策 を 検 討 した い 。　
経 済 に つ い て は 、 観 光 事

業 に 対 応 し た 商 業 の 活 性化 、 工 業 団 地 の 早 期 整 備 など を 進 め る こ と で 、 持 続 可能 な 農 業 ・ 商 業 ・ 工 業 の 振興 を 図 っ て い く 。 教 育 の 面で は 、 子 ど も た ち の 個 性 を伸 ば す 一 助 と な る よ う な 環境 を 構 築 し た い 。　
こ れ ら の 課 題 に 、 市 民 の

皆 様 と 心 と 力 を 合 わ せ て 取り 組 ん で い く 。◆ 新 た な 工 業 団 地 開 発　
新 た な 工 業 団 地 と し て 事

業 を 進 め て い る 繁 昌 塚 南 地区 に つ い て は 、 本 年 度 中 に

小 林 栄 （ こ ば や し ・ さ か え ）

1 9 5 6  年  1  月  1 8  日 生 ま れ の  6 7  歳 。 明 治 大 学

法 学 部 を 卒 業 。 8 4  年 に 小 林 司 法 書 士 事 務 所 を

開 業 し た 。 2 0 0 3  年 に 茨 城 司 法 書 士 会 副 会 長 、

1 6  年 に 自 由 民 主 党 結 城 支 部 の 支 部 長 に 就 任 し

1 9  年 に 市 長 初 当 選 。 今 回 、 ２ 期 目 の 当 選 を 果

た し た 。 趣 味 は ゴ ル フ 、 登 山 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆
旧 庁 舎 跡 地 に 複 合 施 設

繁 昌 塚 南地
　 　

区 工 業 団 地 開 発

年 度 内 に 計 画 決 定

 

  

対 象 物 件
つ く ば 市 み ど り の

２ 丁 目 1 0 － 1 ～ 3 0
（ 萱 丸 地 区 A 6 街 区 ）

地 積 ： 6, 6 3 4. 8 8 ㎡

み ど り の 駅

　
つ く ば 市 ・ 大 子 町 間 幹 線 道 路 整 備 促 進 協 議 会 （ 会

長 ・ 山 口 伸 樹 笠 間 市 長 ＝

写 真 中 央 左

） は ９ 月

2 8日 、

県 庁 で 要 望 活 動 を 実 施 し た 。 大 井 川 和 彦 知 事 （

写 真

中 央 右

）  、 田 村 央 土 木 部 長 、 北 村 孔 敬 政 策 企 画 部 長

を 訪 れ 、  （ 仮 称 ） 茨 城 縦 貫 幹 線 道 路 と し て の 早 期 位置 づ け と そ の 明 確 化 に 必 要 な 調 査 ・ 検 討 、 県 道 整 備の さ ら な る 促 進 な ど を 要 望 し た 。

３ 四 半 期 に 指 名 競 争

抽 ヶ 台 町 で 舗 装 復 旧

常 陸 大 宮 市

モ デ ル ３ 地 区 に防 犯 カ メ ラ 設 置

《 東 海 村 》

会 瀬 町 地 内

 道 路 約

2 0 0ｍ を 改 築

３ 四 半 期 の 早 期 発 注

日 立 市

1 2月 着 工 を 目 指 す

体 育 館 の ト イ レ 改 修

古 河 市
と す る 。 こ の ほ か 関 連 機 器の 設 置 、 既 設 品 の 撤 去 工 など も 行 う 。　

体 育 館 の 建 物 規 模 は 、 Ｓ
Ｒ Ｃ 造 ２ 階 建 て 、 延 べ 面 積は 約 ７ １ ６ ８ ㎡ 。 １ ９ ８ ５年 に 建 て ら れ た 。 当 初 予 算で は 、 こ れ ら の 工 事 請 負 費に １ ８ ９ ４ 万 ８ ０ ０ ０ 円 を計 上 し て い る 。指 す 。　

対 象 の 道 路 は 市 立 会 瀬 小
学 校 の 東 側 、 常 磐 線 の 線 路に 沿 う よ う に 走 っ て い る 道路 。 現 在 の 幅 員 は 歩 道 を 含め て 約 ６ ｍ で 、 車 が す れ 違う の が や っ と の 幅 員 と な って い る 。　

現 在 の 幅 員 か ら 片 側 歩 道
を 含 め て 約 ９ ・ ５ ｍ へ と 拡幅 。 セ ン タ ー ラ イ ン を 引 ける 幅 員 に す る 工 事 を 実 施 する 。 ま た 、 対 象 道 路 を 北 へと 伸 ば し 、 日 製 正 門 通 り へと 接 続 す る 工 事 な ど も 実 施す る 。 工 事 延 長 は 約 ２ ０ ０ｍ 。

つ く ば 市み ど り の

 予 定 価 格 ４ 億

5 3 8 2万

住 宅 用 地

6 6 3 4㎡ 分 譲 へ

茨 城 県

条 件 は 市 内 業 者 又 は 石 材 組 合 会 員 等
上

　 　

曽

ト ン ネ ル

来 年 １ 月

に
　

　
も 無 償 譲 渡

貫 通 石 の 活 用 方 法 を 公 募

桜 川 市

促 進 協 議 会

早 期 位 置 づ け 県 へ 要 望
つ く ば 市大 子 町 間

茨 城 縦 貫 幹 線 道 路

　
■ 城 里 町 徳 蔵 ・ 小 勝 ・ 塩

子 ＝ ６ ㎞ 、 笠 間 緒 川 線 拡 幅改 良 の 早 期 完 成 ・ 早 期 着 手　
■ 常 陸 大 宮 市 下 伊 勢 畑 ＝

０ ・ ７ ㎞ 、 笠 間 緒 川 線 拡 幅改 良 の 早 期 着 手　
■ 常 陸 大 宮 市 小 舟 ＝ ０ ・

２ ㎞ 、 笠 間 緒 川 線 拡 幅 改 良の 早 期 着 手　
■ 常 陸 大 宮 市 高 部 ＝ ０ ・

３ ㎞ 、 大 子 美 和 線 拡 幅 改 良の 早 期 着 手　
■ 大 子 町 大 沢 ＝ ２ ㎞ 、 大

子 美 和 線 現 道 拡 幅 の 早 期 完成


